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１ はじめに                    

前稿では，航空写真や現地において，地形条件（川・

集落・道・耕作地等）の空間的構造から里川を見出す

ことを目的とし，航空写真やGISを利用し，里川集落
の可能性の高い集落の抽出を行ってきた。 
本稿では，前稿にて抽出された集落（34集落）の現

地にて，「里川集落の可能性が高い集落」を選定し，集

落の空間的構造の特徴を把握する。さらに，再度，航

空写真を読み取り，調査結果と比較を行うことで，航

空写真から読み取れる「里川集落の可能性が高い集落」

の特徴を把握する。 
なお，研究対象河川全体図および語句の定義につい

ては，前稿（その1・2－1）のとおりである。 
 

２ 現地調査                   

2－1．現地調査の内容 

前稿にて航空写真，GIS を用いて選定した集落の現

地調査を行い，「里川集落」の可能性が高い集落を明ら

かにする。現地調査は，2011年11月23日，25日，27
日に行った。調査項目は大きく以下のとおりである。 
① 構成要素の関係 
② 護岸の高さ 
③ 住宅地及び耕作地と河床との高低差 
④ 集落内の住宅地から河川及び耕作地を見守ること

ができる環境であるか 
⑤ 河川沿いに存在する河畔林の高さ及び規模 
住宅地から河川までの断面をスケッチし，住宅地や

耕作地及び道路等の位置関係の把握を行った（図－1）。 
調査結果は，集落ごとに作成した調査シ－ト（図－2）
に記録した。堰の位置や階段の位置を調査シ－トの航

空写真にプロットし，航空写真で読み取りが難しい環

境を記録する。また，「河川環境」「農業用水の取水 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図－2 現地調査シ－ト 

 
 

方法」「生物」「アクセスのしやすさ」「川遊びができる

環境」を調べ記録する。これらの作業を現地にて行い，
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図－1 断面スケッチ 
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総合的に「里川集落の可能性がある」と考えることが

できるか判断した。 
2－2．現地調査の結果 

 34 集落について現地調査の結果，「里川集落の可能

性が高いと感じた集落」が9集落，「里川集落の可能
性が低いと感じた集落は」18集落，「どちらの可能性
もあると感じた集落」は7集落となった。 
なお，本稿において，「里川集落の可能性が高いと感

じた集落」を「A集落」，「里川集落の可能性が低いと

感じた集落」を「B 集落」，「どちらの可能性もあると

感じた集落」を「C集落」と表記する。 
A集落のうち，最も里川集落と呼ぶにふさわしいと

考えた集落は竹田市入田村長小野（写真－1）である。
この集落の空間的構造の特徴を以下に記す。 
①住宅地と河川の高低差が適度である 
②住宅が川に向いている 
③堰がある 
④景観が美しい 
⑤河川環境の維持管理がなされている 
⑥河畔林がない 
竹田市入田村長小野は，河川環境や景観，「里川集

落のモデル」と言える集落であった。この集落の河川

環境および周辺環境，また今回の現地調査で得た特徴

は，今後の研究において，「里川集落」の定義を深め

るための指標としたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
写真－1 竹田市入田村長小野 

 
３ 里川集落の空間的構造の特徴把握                    
 2－2で得た結果は「感覚」による判断のため，集落
の空間的構造の特徴把握を行うことで，なぜ里川集落

の可能性が高いと考えたのか明確にする。 
現地調査で得た，A集落の空間的構造の特徴は「構

成要素の関係」「護岸の高さ」「住宅地及び耕作地と河

川との高低差」などの調査項目以外に，「家・神社が川

に向いているか」「護岸の整備状況」などである。これ

らを集落ごとに集計し，共通する項目を抽出し整理し

た（表－1）。同様にB集落も整理し，これらを用いて
分析した。 
3－1．特徴の抽出方法  
共通する項目を抽出し整理した表を用いて，A集落

と，B集落の空間的構造の特徴を比較した。 
まず，両者において，それぞれの項目にあてはまる

集落割合の差が大きい（20%以上）のみ抽出した（図
－3）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表－1 空間的構造の特徴 
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次に，他項目において差があまり見られないもの

（20%以下）のみ抽出した（図－4）。 
3－2． 特徴の抽出結果・考察 
まず，図－3について考察する。 
「護岸の高低差」や「川へのアクセスのしやすさ」

など「川の利用」に関係する項目において，当てはま

る割合がB集落に比べA集落が高く，50%の差がみら
れた。本研究は「里川集落」を前稿（その 1・1－2）
より，「里川と密接に関係する集落」と仮説しており，

「川の利用」を見ることができる項目は，里川集落の

可能性があるかを判断する上で重要である。 
A集落では「高低差が低い」集落が多かった（89%）。

しかし，高低差が大きい集落でも，川に降りるための

手段（「階段がある」「スロ－プがある」）がある集落も

存在する。このような集落においては，「A集落」にな

る可能性もあるため留意すべきである。 
また，「家・神社が川に向いている」について，住

宅と河川の間に国道や線路が存在すると，集落と河川

が分断され，さらに集落は道路に向いて並び，河川と

の関係が乱される。その結果，里川集落として可能性

が低くなると考える。 
次に図－4について考察する。 
両者において，集落と河川の間に国道や線路が存在

しても，景観が乱されていると感じる集落はほとんど

ないことが分かる。しかし，交渉形態が薄いと感じB
集落に分類（図-2）したが，実際の交渉形態の有無に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ついて把握することが必要である。 
また，「景観が美しい」という項目が抽出されたた

め，今後「里川集落としてどのような景観が特徴とし

て言えるのか」詳細に分析する必要がある。 
 

４ 航空写真と現地調査の比較           
航空写真から，現地調査により得られた表－1の項

目を読み取れるか再度検証を行った。この結果を図－5
に示す。 

川幅や住宅地及び耕作地と河川との位置関係など，

航空写真と現地調査の差があまり見られなかった。つ

まり，形状や位置関係の項目については，航空写真で

ある程度読み取る事が可能といえる。 
しかし，今回の現地調査で，「護岸の高低差」や「川

へのアクセスのしやすさ」，河川の整備状況や河畔林の

規模など，航空写真では読み取れない特徴を確認する

ことができた。これらは3－2で述べたように，「里川
集落の可能性があるか」を判断する上で重要であり，

現地調査の必要性が明らかとなった。 
 
５ 総括                     
本稿では，「里川集落の可能性が高い集落」の特徴を

把握するため，航空写真で集落の河川環境や建物及び

耕作地の形態など基準を設け集落を選定し，現地調査

を行った。今回の現地調査より，「住宅地と河床の高低

差」は，里川集落かどうかを判断する上で重要な項目 

 

 
図－3 A集落とB集落の空間的構造の特徴比較 

 
図－4 A集落とB集落の空間的構造の特徴比較 
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である。住宅地と河床との高低差が大きく，階段等の

川へのアクセス方法がないと，日常生活において容易

に「川に降りる」という行為が難しくなり，維持・管

理がされていない川となる。その結果，「里川集落」と

は言い難い集落であることが分かった。 
また，集落内の住宅地から河川及び耕作地を見守る

ために，河畔林がない，あるいは，その規模が小さい

環境が望ましいことが分かった。 
さらに，景観の面でも「景観が美しい＝維持管理が

されている」とは限らないことが分かった。そのため，

「里川集落としてどのような景観が特徴として言える

のか」詳細に分析を行う必要がある。 
「里川集落のモデル」と言える竹田市入田村長小野

集落の河川環境および周辺環境，また今回の現地調査

で得た特徴は「里川集落」の定義を深めるための指標

となる資料である。 
 

６ 今後の課題                     
今回の現地調査にて「里川集落の可能性の高い集落」

は9集落抽出することができた。この集落について， 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後，住民に対してアンケ－トやグル－プヒアリング

調査を行い，川の利用方法や川への愛着度を把握する 
必要がある。 
また「昔と今」を比較することで，変化した部分や

心象風景を明らかにし，「里川集落」の定義を深めな

ければならない。 
さらに，今回の現地調査で「里川集落の可能性が低

い集落」及び「どちらも可能性のある集落」にも，今

回とは異なる「里川集落」の姿や「かつて里川集落で

あったが，現在何らかの要因で里川集落としての姿を

失った集落」が潜んでいる可能性もあるため，これら

にも注目すべきである。 
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図－5 航空写真判断と現地調査結果の比較 
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